
且
什
八
日
尾
山
跡
祉
の
併
前
左
右
に
柿
木
を
組
ゑ
た
一
裂
し
た
o
子
孫
相
織

い

で

滞

に

仕

へ

る

。

し

か

し

剛

山
刺
長
が
年
不
祥
九
月
十
六
日
附
で
伊

一

シ
ン
メ
イ
ハ
ラ

神
明
原

一
月
刊
臥
荒
川
附
仁
伴

こ
と
を
加
藤
田
昌
絡
が
記
せ
る
も
の
o
こ
の
木
は
も
と
一

シ
ン
ボ
ヲ
ガ
ハ

神
保
小
河

J

Y

Y
プ
Y
ヤ

一

g
・
阿
部
二
人
に
宛
て
た
手
習
に
、
『
さ
や
う
に
候
は

一
一郷
に
屈
す
る
部
第
。
名
訟
は
巴
内
に
制
明
包
が
あ
っ

尼
猿
荒
子
の
前
間
利
家
厨
肋
聞
の
地
に
在
り
、
前
回
開
H

一
一
柳
符
祉
o

h

h

、
し
ん
丸
あ
ま
り
せ
ば
〈
候
閥
、
東
の
丸
を
し
ん

一
た
か
ら
起
る
。

務
が
一
た
び
東
京
に
溺
し
た
も
の
を
移
し
た
の
で
、
一

シ
ン
マ
イ
シ
マ
リ
カ
生
新
米
縮
方
加
賀
絡
で
一
丸
へ
い
ま
十
聞
も
ば
い
度
候
O
』
と
あ
る
新
丸
は
、

一

シ
ン
メ
イ
ヤ
マ

紳
明
山

臥
京
都
二
俣
・
別
問

一
は
四
五
額
詐
の
木
俗
、

一
は
こ

O
額
詐
の
縫
捌
で

一
は
、
百
姓
が
新
米
を
牧
磁
し
て
も
、
利
米
上
納
を
皆

一
束

J

丸
と
妓
縦
の
地
と
見
え
る
か
ら
、
後
仰
の
防
相

一
谷
防
部
wm
聞
に
在
る
山
。
刊
さ
制
上
測
定
二
四
二
米
。

あ
っ
た
が
、
今
存
せ
ぬ
。

一
一
併
せ
ぬ
以
前
に
そ
れ
を
政
郷
ふ
こ
と
を
得
な
か
っ

一
新
丸
で
は
な
い
。

一
地
質
第
三
紀
倍
。

シ
ン
ボ
ザ
カ
新
保
坂

江
泊
郡
黒
崎
領
に
あ
る
こ
た
。
但
し
夫
銀
の
如
き

mの
一
一
仙
に
懸
る
加
殺
に
泊

一

シ
ン
芝
ナ
シ
グ
リ
シ
エ
ウ
新
虚
薬
築
二
加
。

一

シ
ン
ユ
ウ
ノ

Z
ヤ

紳

溢

宮

臥
軍
部
上川
町
と
地

江
沼
志
稲
に
、
黒
附
村
の
新
保
坂
に
新
保
九
郎
左
衛

一
て
、
又
は
原
代
初
酬
の
支
挽
札
官
製
す
る
時
は
、
刺
殺
前

一
金
持
の
俳
人
容
水
七
百
。
民
向
の
削
叫
ん
だ
陥
架
必
の
古

一
蹴
紡
と
の
入
品
目
山
地
に
あ
る
。
式
の
前
回
伊
一一野
岐
比

門
の
民
総
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
。

一
十
村
の
指
紙
を
添
へ
て
災
却
す
る
こ
と
を
前
さ
れ

一
刻
合
復
興
せ
ん
こ
と
を
附
へ
た
も
の
で
、
こ
の
+
で
お

一
古
利
祉
た
る
こ
と
争
中
山山
し
た
こ
と
も
あ
ろ
が
、
こ

シ
ン
ボ
ジ
ロ
エ
モ
ン
新
保
次
郎
右
衛

門

叉

石

一
た
。
滞
は
毎
年
七
月
に
入
る
時
、
平
J
l

村
以
下
村
定

一
に
合
致
す
る
百
人
の
句
や
恕
げ
、
加
能
越
そ
の
外
他

一
こ
は
古
へ
能
殺
郡
内
で
あ
る
か
ら
、
臥
主
制
の
式
枇

川
次
郎
右
衛
門
と
も
い
う
た
。
諮
初
以
来
金
部
袋
町
一
に
新
米
殴
役
を
命
じ
、
各
部
木
製
道
路
の
民
家
に
番
一
凶
例
入
の
句
そ
も
載
せ
て
あ
る
o
訟
は
安
永
丙
巾
季
一
の
存
す
べ
き
塑
闘
が
な
い
。

に
住
ん
で
、
滞
侯
御
脈
所
の
魚
烏
を
剥
慈
し
、
前
回

一
所
令
設
け
し
め
、
皆
慌
に
す
-ろ
ま
で
新
米
の
山
町
民
民

一
円相

P

制
約
制
入
水
の
翻
す
る
所
。
向
程
尼
に
姿
水
の

一

シ
ン
ラ
テ
ジ
信
繁
寺

金
様
木
代
町
に
在
っ
て
、

利
長
の
時
か
ら
高
聞
に
も
亦
底
舗
を
拙
へ
た
。
袋
町

一
世
取
締
っ
た
の
で
あ
る
。

一『
み
な
し
架
の
瀞
』
の
文
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
安
永

一
氏
宗
斑
振
に
臨
す
る
o
明
治
十
二
年
寺
蹴
や
一許
さ
れ

に
市
場
そ
設
け
、
後
之
を
近
江
町
に
移
し
た
こ
と
な

一

シ
ン
守
主
ゴ
エ
新
又
越
能
楽
州
新
保
の
う
ち

一
六
年
四
月
大
坂
大
岡
山
木
市
兵
衛
及
び
石
原
茂
兵
衛

一
た
o

ど
も
亦
皆
次
郎
右
術
門
の
筑
す
間
別
で
あ
り
、
そ
の
家

一
木
地
小
屋
か
ら
、
陸
前
大
野
畑
航
れ
に
出
る
同
時
拙
の一

板。

一

シ
ン
ラ
ン
シ
ョ
ウ
ニ
ン
ヱ
デ
ン

親
出
品
里
人
絡
偲

は
滞
米
ま
で
辿
約
し
た
。

一
峠
o

一

シ
ン

Z
ヨ

ウ

針

妙

武
家
に
奉
公
す
る
女
に
し

一
御
仰
総
指
示
把
に
よ
れ
げ
、
本
開
寺
鐙
如
は
正
剛
山
=
一

ジ
ン
ボ
h
F
ツ
ヲ
神
保
立
雄
泊
朝
柑
を
磁
次
郎
と

一

シ
ン
マ
チ
新
町

以
来
郡
巾
府
の
内
の
小
子
。

一
て
鋭
縫
な
ど
に
従
抗
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
物
総
と

一
年
引

一
放
の
時
よ
り
一
二
今
年
に
亙
っ
て
、
関
取
-
b

山
腿

い
ひ
、
文
政
十
一
年
を
以
て
生
ま
れ
た
。
凶
典
に
週

一

シ
ン
マ
チ
プ
ン
新
町
分

臥
烹
郷
阿
岸
川
却
に
留

一
い
は
れ
る
も
の
よ
り
も
、
粉
上
位
の
も
の
で
あ
る
。

一
の
閣
制
約
を
巡
拝
し
、
説
的
一
代
の

m
mを
御
繍
慨
に

じ
て
、
明
治
三
年
金
郡
部
仰
の
単
皐
削
教
師
と
な
り
、

一
す
る
郎
官
柄
。

一

シ
ン
ム
ラ
新
村

一日
ム
珠
洲
拙
白
丸
の
内
の

一
あ
ら
は
し
た
が
、
そ
の
御
給
憾
に
は
こ
幅
・三
幅
・
四

四
年
文
邸
中
訓
導
に
な
っ
た
。
置
腐
の
後
菅
生
石
部
制
一

シ
ン
マ
ツ
真
松

加
賀
慌
で
は
松
樹
の
成
育
を
一
小
デ
。

一一
帽
の
三
週
り
あ
っ
て
、
二
帽
の
も
の
は
加
州
松
任
の

祉
に
奉
仕
し
、
八
年
白
山
地
時
神
社
調
宜
と
な
り
、

一
保
施
す
る
鋸
に
、
長
松
の
史
民
に
相
笛
の
取
締
を
加

一

ジ
ン
メ
イ
人
名

明
治
二
年
七
月
従
来
凶
守
鋭

一
本
窓
寺
・越
前
一
刷
弁
の
海
徳
寺
に
併
は
る
と
記
し
て

十
年
椴
宮
司
に
地
み
、
十
四
年
八
且
什
七
日
五
十
四

一
へ
て
ゐ
た
o
元
政
況
年
八
月
J
l

六
日
の
令
に
、『
於
笛

一
を
以
て
泊
棋
に
充
て
た
る
を
腿

L
、
凡
ベ
て
位
階
宇
二

あ
る
o
本
容
寺
に
は
今
給
体
二
幅
を
舷
す
る
が
、
強

践
を
以
て
残
し
た
。

一
町
中

L
ん
松
商
政
仕
者
共
、
民
主
在
所
前
共
者
の
名

一
以
て
之
に
代

へ
ろ
こ
と
ト
し
、
八
月
ま
た
人
民
の
官

一
級
室
町
末
期
の
も
の
に
邸

L
、
H
つ
四
晦
巾
の
一
部

ジ
ン
ポ
ナ
リ
ア
キ
ラ

紳
保
成
章
遁
抑
制
長
八

・
一
間
厨朝日
、
商
政
仕
候
訴
に
可
巾
渡回目
、
御
年
従
脱
却
彼

一
名
・凶
名
に
凶
ん
だ
迎
抑
制
常
用
ひ
ろ
を
禁
じ
た
か
ら
、
一
分
な
る
が
如
く
見
え
る
。
叉
四
幅
の
総
体
は
、
大
型

機
抗
郎
総
殿
右
衛
門
・舎
人
。
卒
保
九
年
組
焚
八
左

一
仰
波
。
』
と
あ
り
、
叉
安
永
十
年
凶
且
城
下
の
花
盛
J

ハ
一

m
E・民
郎
等
の
凱
は
そ
の
跡
青
山
間
つ
に
主
り
、一
一一

一
寺
町
附
成
寺
の
も
の
最
も
見
る
べ
〈
、
そ
の
良
相
官
に

衛
門
綴
明
の
治
知
四
百
石
を
綴
ぎ
、
大
小
将
・
家
小

一
人
に
奥
へ
た
令
に
も
、
『
認
松
商
政
致
来
候
催
、
今
般

一
年
八
月
十
三
日
聞
記
に
宵
臨
狽
似
の
装
兵
衛
・某
太
夫
・
一『
大
谷
本
願
寺
上
人
御
総
起
四
舗
内
第
一
容
。
強
工

時
・同
香
蘭
よ
り
次
第
に
昇
進
し
て
定
番
問
に
豆
一
向
、
一
関
之
魁
有
之
法
筒
、
御
領
凶
中
よ
り
出
供
出
払
松
・
一
梨
助
・某
永
一・某
加
な
ど
を
も
改
め
し
め
た
。
次
い
で

一
民
部
法
制
削
除
光
。
惚
永
H
六
年
己
亥
七
且
什
二
日
。

資
財
閥
十

シ
ン

四
四


